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１ 

「
下
人
」
は
こ
の
後
ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。 

①
「
学
習
２
」
を
用
い
て
、「
下
人
」
の
人
物
像
を
ま
と
め
る
。 

       

②
「
下
人
」
の
人
物
像
や
、
作
品
末
尾
の
改
稿
を
踏
ま
え
て
、「
下
人
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。 
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１ 

「
羅
城
門
の
二
階
に
登
っ
て
死
人
を
見
る
盗
人
の
話
」
は
、
芥
川
龍
之
介
が
『
羅
生
門
』
執
筆
の
際
、
あ
ら
す
じ
の
典
拠
と
し
た
話
で
あ
る
。「
羅
城
門
の

二
階
に
登
っ
て
死
人
を
見
る
盗
人
の
話
」
と
『
羅
生
門
』
と
の
違
い
を
指
摘
し
、
そ
の
違
い
に
よ
っ
て
、
小
説
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る

か
を
、
考
え
て
み
よ
う
。 

①
「
羅
城
門
の
二
階
に
登
っ
て
死
人
を
見
る
盗
人
の
話
」
と
『
羅
生
門
』
と
の
違
い
を
、
次
の
観
点
か
ら
確
認
す
る
。 

【
時
間
帯
】 

   

【
天
候
】 

   

【
羅
城
門
（
羅
生
門
）
付
近
の
様
子
】 

   

【
男
（
下
人
）
が
羅
城
門
（
羅
生
門
）
に
登
っ
た
理
由
】 

   

【
老
婆
が
死
人
の
髪
を
抜
く
様
子
】 

   

【
男
（
下
人
）
が
老
婆
を
襲
っ
た
理
由
】 

   

【
老
婆
に
髪
を
抜
か
れ
る
女
の
境
遇
】 

   

【
男
（
下
人
）
に
襲
わ
れ
た
と
き
の
老
婆
の
様
子
】 

   

【
物
語
末
尾
の
描
か
れ
方
】 

   

② 

①
で
考
察
し
た
違
い
は
、『
羅
生
門
』
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
考
え
る
。 

【
時
間
帯
】 



   

【
天
候
】 

   

【
羅
城
門
（
羅
生
門
）
付
近
の
様
子
】 

   

【
男
（
下
人
）
が
羅
城
門
（
羅
生
門
）
に
登
っ
た
理
由
】 

   

【
老
婆
が
死
人
の
髪
を
抜
く
様
子
】 

   

【
男
（
下
人
）
が
老
婆
を
襲
っ
た
理
由
】 

   

【
老
婆
に
髪
を
抜
か
れ
る
女
の
境
遇
】 

   

【
男
（
下
人
）
に
襲
わ
れ
た
と
き
の
老
婆
の
様
子
】 

   

【
物
語
末
尾
の
描
か
れ
方
】 

    


